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Research Abstract 本年度は,湾曲・分岐・合流部を有する河川・⽔路網を遡上する津波の基本伝播特性に関して,以下の検討を実施した. 
(1)波流れ共存場解析のための⾼精度数値解析モデルの開発 
河川を遡上する波浪は,河川流によりブロックされ,波⾼が増幅するとともに,波⻑が減少する(Wave-Blocking).本年度は,こうした波⻑変動を精度良く解析でき,
⾼波数領域にも適⽤可能な新しい波浪変形モデル(理論および数値モデル)の構築を⾏った.また,砕波減衰や任意反射境界を取り扱うための⼿法を新たに開発し
た.現在,空間的に⾮⼀様な流速分布を有する河川に孤⽴波が⼊射した場合の波浪伝播特性を解析中である. 
(2)湾内に⼊射した孤⽴波の透過・反射特性の解析 
湾内に⼊射した津波は,河川・⽔路網を遡上する前に,湾形状の影響を受けて局所的に波⾼を増幅させる.ここでは,台形型の湾を対象に,平⾯波動⽔槽と湾模型を⽤
いた室内実験を実施し,壁⾯近傍の局所的な波⾼増幅特性を検討するとともに,実験結果と解析結果を⽐較し,解析⼿法およびその結果が定性的並びに定量的検討
に⼗分な精度を有することを⽰した.また,⼊射波⾼および湾形状(収縮⾓)を変化させて,体系的な数値解析を実施し,孤⽴波の透過・反射特性を解明した. 
(3)⽔路・河川網における孤⽴波伝播特性の解析 
多数の分岐合流部を有する複雑形状領域の波浪伝播特性を簡易に解析できるように従来の解析モデルを拡張し,モデル地形を対象に孤⽴波の伝播特性を解析した.
また,本数値モデルが,複数の⽔理構造物を含む領域や複雑形状を有するダム貯⽔池等の波浪解析にも適⽤可能であることを⽰した.
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